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平成 年度 金沢大学考古学大会13

2001年6月16日（土）13時～20時

プログラム

開会挨拶 佐々木達夫13:00

前田 清彦 (鯖江市教育委員会)13:10
鯖江市兜山北古墳の発掘調査

小松 隆史 (富士見町教育委員会)14:20

富士見町坂平遺跡からみる縄文の斧

―中部高地の様相―

楠 寛輝 (松山市教育委員会)15:30

行政における考古学

卒業生近況報告16:40

大学院生研究紹介・学部生自己紹介17:10

懇親会（生協北福利にて）18:00

平成13年度金沢大学考古学大会・挨拶

佐々木達夫

本日は金沢らしく穏やかないい日でござ

います。久しぶりにお会いする卒業生のお

顔に接しまして、たいへんうれしく思いま

す。この会は卒業生と在学生が主に交流す

る場ですが、最近は就職前の学生が企業な

どで実体験をすることが流行りになってき

ました。在学生は各地の埋蔵文化財の現場

で活躍している卒業生から情報を聞き、考

古学関連の職場に就職する意欲を奮い立た

せてもらいたいと思います。

金沢大学の最近の話題は一昨年の50周年

記念、昨年の独立行政法人でしたが、今年

は情報公開も話題となっています。大学も

教育研究関連の情報を一般に公開すること

が論じられています。どのような研究を行

い、それをベースにどのような教育をした

かということです。最近の学生は学力が低

下したとよくいわれますが、内部にいる者

がそのようなことばかり言っているのは困

ります。大学は独創的な研究を行い、それ

を基礎として学部・大学院のレベルに合わ

せて学生教育をすることが大事であると考

えています。卒業生のみなさまは今の学生

をごらんになり、どの程度教育成果が上が

っていると判断されるでしょうか。

、 、考古学研究室の在学生は 博士課程が4名

修士課程が8名、学部の4年生は14名、3年生

が14名、2年生が15名、それに研究生が3名

で、合計58名です。学部学生の１学年の定

員は10名ですので、定員を超えているのが

実状です。専任の教官は4名です。この他に

非常勤の先生方がかなりおられ、学生教育

の大きな力になっています。

金沢大学考古学大会がこのような形で開

催されるようになってから、今年は10回め

になります。考古学を通して交流と親睦を

深めるのが会の趣旨でございます。若い人

もやや老いた人も平等に歓談し、これから

の行事を十分に楽しんで頂きたいと思いま

す。

兜山北古墳の発掘調査

前田 清彦 (鯖江市教育委員会）

１ 位置と環境．

兜山北古墳は、鯖江台地の北部、神明町

に所在する。国指定史跡の兜山古墳の北側5

0ｍの位置にあり、兜山古墳を中心に、今回
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調査した兜山北古墳と兜山南古墳がかつて

存在していた 「兜山」の地名は、この3基。

が横から見ると兜を伏せたように見えたと

ころに由来しているという。兜山古墳は、

直径約65ｍを有する北陸最大級の大型円墳

で、2段築成、幅20ｍの周溝がめぐるが埴輪

・葺石は確認されていない。古墳時代中期

のものと推定されている。

２ 墳形と規模．

兜山北古墳の検出された遺構は古墳周溝

約１／４である。西側に突出部分が検出さ

れたので、本墳は「帆立貝形古墳」あるい

は「造り出し付円墳」と考えられる。この

両者の評価については見解の分かれるとこ

ろと思われるが、ここでは本墳を「帆立貝

形古墳」として考え、突出部を「前方部」

と判断した。規模は全長23.67ｍ、後円部径

21.9ｍ、前方部長1.77ｍ、前方部前端幅8.2

ｍと推定する。

３ 外部施設．

本墳の外部施設は、周溝・葺石が確認され

た。埴輪はなく、段築の有無は削平のため

確認できない。

葺石は周溝内で検出された石材から推定し

ており、古墳築造後、一定期間の後、墳丘

から転落したものと考えられる。長30～40

ｃｍ大の割石で、溝底から40ｃｍまでの高

、 。さに集中しており 溝底につくものはない

また、周溝の基底面付近の斜面に葺かれて

いた形跡もない。さらに、その分布状況か

らは、葺石の転落は散漫で、少なくとも周

溝が埋没するまでは墳丘上にほぼ完全な形

で遺存していたと考えられる。

４．遺物

遺物はすべて周溝埋土中から出土してお

り、土器はすべて須恵器であった。出土須

恵器は概ねＭＴ―15からＴＫ―10型式すな

わち6世紀前半代を中心としている。分布状

況からは、①前方部南側のくびれ部周辺、

②周溝北側の墳丘側斜面、③周溝東側、④

周溝南側の拡張された部分、の４ヶ所に集

中している。①では筒形器台が溝底に倒れ

た状態（完形に復原）で出土しており、付

近には広口壷の破片が出土している。②で

は高杯形器台・短頚壷が出土している。②

の土器は、小破片で完形に復原できるもの

は稀少であった。おそらく墳丘上から流出

してきたものであろう。

いわゆる装飾付須恵器は首長墓から出土す

る傾向が強いと言われるが、高杯形器台・

筒形器台を含めた専用儀器を使用する土器

祭祀は、大型前方後円墳に限定されたもの

ではなく、群集墳の初代古墳あるいは盟主

。墳的位置づけが可能な古墳からも出土する

筒形器台・高杯形器台の両方が出土する古

墳は全国的にも稀少であるといい、両者が

出土した本墳は極めて異例で荘厳な土器祭

祀を執行していたことになる。

５ 埋葬施設．

埋葬施設は墳丘の削平のため不明である。

越前ではＴＫ―47型式期に横穴式石室が導

入されており、本墳も横穴式石室古墳の可

能性はある。ただし、前述したように須恵

器筒形器台という葬送用儀器がくびれ部付

近の周溝底から出土していること、高杯形

器台や子持壷が、おそらくは破砕された状

態で墳丘斜面から出土していることから、

本墳の埋葬施設は竪穴系で、埋葬施設上あ

るいは墳丘上に供献されたものが転落した

か、くびれ部の周溝底に埋置・廃棄された

と理解できる。

６ まとめ．

5世紀の大型円墳あるいは帆立貝形古墳の

展開について、列島内外の軍事的緊張を原

因とした中央政権による地域の軍事編成に
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兜山北古墳出土遺物分布図

よりそれまでの首長権が再編成された結果

と捉える見解が多い。本墳の場合は6世紀代

に下る造営年代であるから、帆立貝形古墳

としての上記の評価は必ずしも妥当ではな

いと思われるが、本墳に隣接する兜山古墳

は径65ｍの大型円墳で5世紀代と推定されて

いる。兜山古墳がまさに畿内政権による規

制によって前方後円墳ではなく円墳として

造営されたとするなら、その次世代と思わ

れる本墳もまた前方後円墳ではなく帆立貝

形古墳として造営されるべき首長権の系譜

であったのであろう。すなわち、それまで

顕著な首長墓の造営されなかった兜山の首

長権が5世紀に入ってにわかに脚光を浴びた、

、つまり福井平野における軍事再編の影響下

鯖武盆地での軍事編成を統括するような位

置に台頭してきたと考えられよう。兜山北

古墳は、全長20ｍ余という小古墳であるが、

周溝・葺石という外部施設と帆立貝形とい

う墳形、複数の専用儀器を使用した土器祭

祀において、他の小首長墓とは一線を画す

る。こうした内容が、兜山古墳の首長権の

系譜が6世紀に継承されたことを示している

のであろう。

富士見町坂平遺跡からみる縄文の斧

～～中部高地の様相

小松 隆史（井戸尻考古館）

1 はじめに．

磨製石斧の研究史は古く、一般の人々に

もよく知られた遺物の一つであろう。そし

て、それが「斧」であるということも、当

。 、然のことのように考えられている しかし

主として伐採に用いられる「斧」は、磨製

石斧という遺物の一部のものに限られる。

今回は近年の調査によって得られた新し

い資料を加え、中部高地における縄文時代

の磨製石斧について紹介し、斧について考

える一端としたい。

2 坂平遺跡と出土磨製石斧．

長野県富士見町の坂 平遺跡は八ヶ岳の南
さかだいら

麓台地ではなく、糸魚川・静岡構造線によ

、って開かれた谷に形成された緩斜面にあり

縄文時代前期前葉の大規模な集落を中心と

する遺跡である。

坂平遺跡で発見された10点の磨製石斧に

より、それまではっきりしていなかった当


